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企業団では、水について興味と関心をより深く持ち、水を大切にする心を児童のうちか
ら養うことを目的に、小学校などの団体を対象に施設見学を受け付けております。令和７
年７月１６日には、愛西市立市江小学校の４年生の皆さんが施設見学に来られました。

「施設見学」（愛西市、佐屋配水場）

水道の使用開始、休止のお手続きにつきまして、インターネット受付フォームよりお手続きいただくこと
ができるようになりました。
以下の二次元コードまたは海部南部水道企業団ホームページを参照してください。

１．急なご依頼は受付できない場合がございますので、可能な限りお早めのご予約をお願いいたします。
２．開始、休止の作業日は土・日・祝日及び年末年始（12/29～1/3）を除く平日です。
３．作業を行う日中は水道を使用できない場合がございますので、開始は使用する前営業日以前、休止
は最後に使用する翌営業日以降を指定してください。

４．水道の使用にあたっては、海部南部水道企業団給水条例が契約の内容となります。

お問い合わせ先　業務課　℡ 0567-32-3111(平日 AM8:30～PM5:15）
なお、土・日・祝日及び年末年始（12/29～1/3）は閉庁日です。

転入、転出等に伴う水道の開始、
休止届のインターネット受付について

【年令・学歴】
平成１０年４月２日以降に生まれた方で、学校教育法による大学（短
期大学を除く）を卒業した方又は令和８年３月までに卒業見込みの方。

第１次試験日／１０月１９日（日）
受付期間／９月８日（月）から９月２６日（金）まで。ただし、土・日曜日及び祝日を除く。

＊郵送による申し込みも可。ただし、９月２６日（金）必着。
受験申込方法など、詳細は海部南部水道企業団ホームページの募集要項を確認してください。

https://amasui.securesite.jp/recruit.html

令和8年度採用
海部南部水道企業団職員を募集します

令和8年度採用
海部南部水道企業団職員を募集します

一般事務 １名程度

https://logoform.jp/form/gmy6/1098954https://logoform.jp/form/gmy6/784686

・水道の休止届・水道の開始届



澄んだ青空が秋を感じる季節となりました。
「広報あますい」を発刊するにあたり、給水区域の皆
様には平素から企業団水道事業に対し、ご理解、ご協
力を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、今年１月に埼玉県八潮市で発生した下水道管
路の破損に起因すると考えられる大規模な道路陥没事
故に、約１２０万人の方々が、下水道の使用自粛を求め
られるなど、重大な事態が発生しました。
現在、全国で水道施設を始めとしたインフラの老朽

化は大きな問題となっておりますが、企業団におきまし
ても、高度成長期に整備された水道施設の老朽化が進
んでおり、更新事業を計画的に進めていかなければなり
ません。これに加え、近い将来起こりうる大規模地震に
備えて、水道施設の耐震化も進める必要があります。
こうした問題に対し、企業団では、水道ビジョン策定よ

り５年を経過したことから、これまでの取り組みを振り返
り、課題や目標の見直しを行った上で、今後の水道事業
を取り巻く状況の変化に対応するため、「新水道ビジョ
ン」を改訂いたしました。
このビジョンの基本理念であります「安全」、「強靭」、

「持続」の実現を目標に、「安全でおいしい水の安定供
給」に向け、災害に強いライフラインとしての機能向上
に努めると共に、地域社会の発展に尽力して参りたいと
考えております。
結びに、給水区域の皆様方のご健勝とご多幸を心か

らお祈り申し上げましてご挨拶といたします。

朝夕の風がさわやかな初秋の季節となりました。
「広報あますい」を発刊するにあたり、給水区域の皆
様に企業団議会を代表いたしまして一言ご挨拶申し上
げます。
昨年５月、企業団議会議員各位のご推挙により議長

に就任いたしましてから、１年有余議員各位の協力を得
て、微力ながら企業団の発展に尽力してまいりました。
さて、昨年発生した「令和６年能登半島地震」では、
水道管などの被害により約１４万戸が断水し、復旧も長
期化したことで、「水道」の重要性をあらためて再認識
いたしました。
当地方においても、今後発生が懸念される南海トラ

フ巨大地震や多様化する災害が危惧されていることか
ら、企業団におきましては老朽管路の耐震化事業を継
続して施行し、配水場等の施設に関しましても、計画的
に更新事業をすすめております。
しかしながら、水道事業の経営環境は、節水機器の
普及や人口減少などに伴う水需要の低迷により、今後
更に厳しさを増していくことが予想されております。
私ども議会といたしましても、運営基盤の強化に向け

て、議員各位のご支援を得つつ事務局との連携を図り
ながら、企業団の発展と水道使用者の皆様から信頼さ
れるよう一層努力いたす所存であります。
最後になりますが、給水区域の方々のより温かいご
理解とご協力をお願い申し上げ、ご健勝を心からお祈り
いたしましてご挨拶といたします。

減価償却費
633,559千円
（28.2％）

配水及び給水費
181,597千円
（8.1％）

原水及び浄水費
901,633千円
（40.1％）

給水収益
1,925,763千円
（85.7％）

その他受託工事収益
などの収益
320,413千円（14.3％）

当年度純利益
241,259千円
（10.7％）

その他総係費などの費用
270,873千円（12.1％）

支払利息
17,255千円（0.8％）

支出
2,004,917千円

収入
2,246,176千円

建設改良費
795,671千円
（91.7％）

企業債
130,000千円
（15.0％）

工事分担金
72,250千円（8.3％）

加入者分担金などの収入
26,813千円（3.1％）
収入
229,063千円

収入不足額
638,750千円
（73.6％）

企業債償還金
72,142千円
（8.3％）

支出
867,813千円

※収入不足額とは
資本的収入額が資本的支出額に不

足する額を示し、費用のうち現金の支
出を必要としない減価償却費などの
企業団内に留保している資金及び積
立金の取りくずしで補てんしております。

給水収益
2,191,973千円
（88.7％）

その他受託工事収益などの収益
279,133千円（11.3％）

収支差引
251,887千円（10.2％）
（当年度純利益172,782千円）

その他総係費などの費用
333,293千円（13.5％）

減価償却費
626,931千円
（25.4％）

支払利息
19,539千円（0.8％）

配水及び給水費
213,906千円
（8.6％）

原水及び浄水費
1,025,550千円
（41.5％）

支出
2,219,219千円

収入
2,471,106千円

企業債
130,000千円
（12.3％）

収入
297,902千円

収入不足額
758,783千円
（71.8％）

企業債償還金
70,746千円
（6.7％）

建設改良費
985,939千円
（93.3％）

支出
1,056,685千円

工事分担金
136,334千円
（12.9％）

加入者分担金
などの収入
31,568千円
（3.0％）



職員の給与の状況3.

海部南部水道企業団人事行政の運営等の状況の公表に関する条例 (平成20年海部南部水道企業団条例第1号) 第5条の規
定に基づいて、令和6年度における企業団の人事行政の運営等の状況について公表します。なお、詳細につきましては、ホームペー
ジをご覧ください。

職員の任免及び職員数に関する状況1.
（1）　令和５年度退職者数及び令和６年度採用者数

（2）　平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況(令和6年4月1日現在)

（3）　初任給の状況(令和6年4月1日現在)

職員の人事評価の状況2.

（4）　級別職員数の状況(令和6年4月1日現在)

備考　地方公務員の身分を有する休職者を含み、再任用職員を除く。

職員の研修の状況(令和6年度)4.

（6）　特別職の報酬の状況(令和6年4月1日現在)

（5）　主な職員手当の状況(令和6年4月1日現在)

備考　職員手当に退職手当を含まない。

（1）　職員給与費の状況（令和６年度決算額）

備考　職員手当に退職手当を含まない。

備考　１　（　）書きは、再任用職員について外書き。
　　　２　地方公務員の身分を有する休職者を含み、会計年度任用職員を除く。

（2）　職員数（各年4月1日現在）



給水原価比較
海部南部水道企業団 ■海部南部水道企業団

■全国平均

190.81円
全 　 国 　 平 　 均
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企業団の給水区域は、南北22.5㎞と非常に長く、両端の立田・弥富配水場及び中央部の佐屋配水場から41,959戸、84,232人
(令和7年3月31日現在)の皆様に水道水を供給しています。また、布設されています水道配水管等の総延長は約881㎞あり、生活に
かかすことのできないライフラインとなっています。
なお、水道事業の経営は「独立採算制」で、市町村民税等の税金ではなく、皆様からの水道料金収入にて事業を運営しています。

・当企業団の水道料金は全国平均に比べ、1割から2割程度割高となっています。これは、①の給水原価の比較の差(主に
受水費、修繕費)の影響があると考えられます。
　なお、現行の料金体系は、算定期間を平成12年度から平成15年度までの4年間として平成12年6月に改定されたもので、
以降、経費削減等に努めながら、25年余り経過した今日でも据え置いています。(消費税額改正に伴う改定は除く。)

企業団の概要企業団の概要

水源計画企業団の水源は、名水百選にも選ばれた木曽川の水を水源として、愛知県営水道にて浄水された水道水を100%受水
しています。
これは、昭和50年前後に給水区域内の旧十四山村地区において、地盤沈下の沈下速度が県下一位となり、累積沈下量も138㎝

に至ったことに伴い、地域の安全性を優先して実施されたもので、今後も継続していく必要があります。

水源計画水源計画

料金水準料金水準

（単位：円.％）②料金水準  (令和6年4月1日現在)

水道水をお届けするのに必要な1㎥当たりの費用単価です。
なお、1㎥は500mlのペットボトルの2,000本分に相当します。

①給水原価の比較 （令和5年度）

当企業団は、自己水源を削減し、県営水道の受水100%によるも
のであります。

・受水費が高額な理由

当企業団は給水区域が広く、配水管使用効率が全国平均では
19.48㎥/ｍに対し、当企業団は11.67㎥/ｍと大幅に低く、効率が
悪くなっていますが、安定して水をお届けするためには必要となるも
のです。
※配水管使用効率　(給水量／配水管総延長)　数値が高くなると効率良く配水管が布
設してあることになります。

・修繕費が高額な理由

今後の水道を取り巻く環境は、人口の減少、節水型社会、産業
構造の変化により給水料金の伸びは期待できない厳しい状況に
あります。
こうした状況の中、老朽化した施設の更新事業や大規模地震

に備えた管路の耐震化などの課題に対応し、住民の皆様に安全
で安心な水道水を持続的に供給していくためには、財源の確保が
重要なことであり、事業の一層の効率化と経営基盤の安定が求
められております。
このことから、令和７年５月に改定された「海部南部水道企業

団新水道ビジョン」及び「海部南部水道企業団経営戦略」に基づ
き、より一層の業務の効率化と経費の節減に意を注ぎながら、建
設投資に係る適正な財源の確保に努めるとともに、創意工夫をこ
らした事業運営を推進し、「安全でおいしい水の安定供給」に向
けて、職員一同、努力してまいりますので、ご理解とご協力をお願
いいたします。

給水戸数は、年間250戸程度増加していますが、給水人口については、平成22年度をピークに減少傾向にあります。
そして、給水量も人口の減少に加え、節水型社会、産業構造の変化により減少傾向であり、それに伴い給水収益も減収が続いてい

ます。
給水区域内の水道管は約881㎞布設してあり、その内の約25.3%、223㎞程が耐用年数の40年を超えた管で年々増加傾向にあり

ます。適切な更新を行わず、過度に長期間使用すれば、重大な事故等が起こりかねません。安定して安全に水を供給するためには適切
な維持管理、施設の更新が必要なことであるとともに、更新時には地震等の災害に対応できる耐震対策が求められています。
また、配水場の施設についても、老朽化対策及び耐震化対策が必要な時期であり、耐用年数の経過等を踏まえながら、更新工事を

計画的に進めていかなければなりません。
更に、今後は、昭和40年から50年代の「拡張の時代」に整備した資産

が更新対象となるため、更新費用は増高していく見込みであり、経営基
盤の健全化、安定化が必要となります。
現行水道料金は、使うほど料金が高くなる逓増型の料金体系を採用

しており、一般家庭を中心とした少量需要者の負担を抑制して、大口需
要者に負担をしていただくものです。
この料金体系は、今後の水需要の減少に大きく収入が影響されるもの

であり、施設の老朽化対策、耐震化対策の増高する事業費に対して安定
した経営基盤を確保していくためには、できるだけ基本料金で費用を回
収できるような体系に見直していくことも考えていかなければなりません。



備　考　※ 1 ：　給水車に配水場又は県送水管の空気弁設置箇所で注水し、避難所等に配備した
  タンク等に搬送して給水する。
 ※ 2 ：　運搬車両に積載したタンクに配水場又は県送水管の空気弁設置箇所で注水し、避難所等に配備して給水する。
 ※ 3 ：　運搬車両に積載して配水場又は県送水管の空気弁設置箇所で注水し、避難所等に搬送して住民個々の容器に給水する。
 ※ 4 ：　応急給水支援設備（運搬給水）11箇所と飛島村避難所2箇所（大宝・三福）に配備。

立田北部地区防災コミュニティセンター

消防本部

佐屋西小学校

くひな公民館

西保地区防災コミュニティセンター

海部南部水道企業団

立田体育館

立田南部小学校

永和地区防災コミュニティセンター

弥富北中学校

栄南保育所

白鳥コミュニティセンター

弥生小学校

栄南小学校

十四山スポーツセンター

十四山西部小学校

十四山保育所

旧あいち海部農協十四山支店

海南病院

飛島学園

海部南部消防組合

飛島村南拠点避難所

▲給水車（1,800ℓ）

海溝型の地震として、南海トラフ地震（東海地震、東南海地震、東海・東南海地震の連動）、また、内陸型の地震として、養
老－桑名－四日市断層帯を想定し、想定震源域及び想定震度分布については愛知県防災会議地震部会「愛知県東海地震
東南海地震等被害予測調査報告書」（H26.5）（以下「被害予測調査報告書」とする。）を参考とした場合、海部南部水道企
業団管内においては最大で震度6強～7が想定され、管内ほぼ全域において液状化の危険度が極めて高く、管内南部は伊勢
湾に面していることから、津波による建物周辺への浸水が予測されます。

「被害予測調査報告書」を参考に、令和7年3月末現在の給水戸数にて、発災からの断水状況の推移を推計した結果は、
次のとおりです。
津波等により被災した世帯（戸）5％は除外し、95％が復旧するのにかかる日数です。

 （断水時応急給水場所 記載）水道事業地震防災対策計画 （断水時応急給水場所 記載）
想定地震1. 

断水の想定2. 

応急給水活動は、「海部南部水道企業団水道事業地震防災応急対策要綱」に規定する「応急給水班」を組織することに
より、各配水場における拠点給水、給水車等による運搬給水、県送水管からの応急給水支援設備による仮設給水を必要に
応じて実施します。

応急給水活動3. 

①　水源

②　給水方法
（ア） 拠点給水……企業団の配水場において、応急給水するものです。

（イ） 応急給水支援設備……県送水管の空気弁設置箇所から学校、避難所などへ仮設配管を設置し、仮設給水栓より
応急給水ができるようにするものです。（一部地域は運搬給水となります。）

（ウ） 運搬給水……必要に応じ給水車及びトラック等の車両により、避難所などへ運搬給水するものです。

（エ） 耐震性貯水槽(市村所有)……配水管の途中に設置され、水槽内は水道水が常に循環しています。
地震発生時には、貯水槽内の水が飲料水として確保されます。（弥富市６か所、飛島村４か所）

▲簡易型給水タンク（1,000ℓ）



配水場の耐震化状況

管路の耐震化状況 

企業団施設の耐震整備状況 （配水場・管路）企業団施設の耐震整備状況 （配水場・管路）

R7.3.31現在

今後、立田・弥富配水場配水池の耐用年数の経過等を踏まえ、耐震補強又は更新を順次進める予定です。今後の事業計画

現在行っている
事業

この事業は、耐震性の低い接着接合による継手を有する経年塩化ビニル管（口径φ50㎜から150㎜、延
長108.5㎞）の更新を施行するものです。

老朽管（塩化ビニル管）更新事業

今後の事業計画 この事業は、企業団の配水池施設から災害医療や避難対策及び災害対応における給水の重要性を考慮
して選定された重要給水施設までの配水管路の耐震化を推進するもので、令和8年度からの施行を予定
しています。

重要給水施設管路耐震化事業

当企業団では、老朽化した塩化ビニル管の布設替えを行う更新工事と、水質の保全や水圧の均等化などの管網整備を
兼ねた改良工事を継続して行っています。
新しく布設する水道配水用ポリエチレン管は、強度や伸縮性に優れた管であり、更新工事を行うことは、重要なライフライ

ンとしての安定性の確保と地震などの災害に強い水道施設の構築に繋がります。
工事期間中は、水質を適正に管理するために、消火栓及び仕切弁の操作を行い水道本管の洗浄を実施します。洗浄中は、

水道水が減水または一時的に濁り水が出ることがありますが、しばらく流すときれいになります。
給水区域の皆様方には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
令和7年度　塩化ビニル管更新工事・改良工事の事業計画は下記のとおりです。

令和7年度　塩化ビニル管更新工事・改良工事事業計画

塩化ビニル管更新工事・改良工事について塩化ビニル管更新工事・改良工事について

ポリエチレン管布設現場 ポリエチレン管融着現場 ポリエチレン管融着完了

R7.3.31現在



水道水は人の健康に直接かかわるため、常に安全でなければなりません。企業団では配水場や
家庭の蛇口で、51項目の水質基準などに適合しているかどうかの水質検査を行っています。安全
でおいしい蛇口の水を飲んでいただくため、一層努力してまいります。

区分　○基準項目　☆管理目標設定項目
＜○○（～未満）の表記は、各定量下限を下回ることを示す。

採水年月日

令和7年度水質試験成績表

皆様に水をお届けする為に、道路下には水道管（配水管）が埋められています。
この配水管から分かれてご家庭まで水を引き込む給水管とこれに直結する分水栓、止水栓、量水器（メーター）、蛇口（給
水栓）までを給水装置といいます。また、高層ビルやマンション等の場合は受水槽の落とし口までが給水装置となります。
給水装置（メーター器を除く）や導水装置は、所有者の財産となりますので、新設、改造、増設、修理及び撤去工事等の

費用は所有者のご負担となります。また、給水装置の管理区分につきましては官民境界で分かれており、官地（公道等）に布
設された給水引込管につきましては、企業団が管理を行います。
民地側につきましては、所有者の管理となり、修理費は所有者のご負担となります。

貯水槽水道とは、水道引込管と建物の間に受水槽を介しているものを言います。その中でも、受水槽の有効容量が10㎥
を超える施設を「簡易専用水道」といい、10㎥以下の施設を「小規模貯水槽水道」といいます。

1．水槽の清掃
1年以内に1回、定期的な清掃を実施してください。
2．施設の点検（保守点検）
3．水質の管理
設置者は貯水槽水道の設備の定期的な点検及び水質の確認をし、異常があれば速やかに改善してください。
4．法定検査の受検
簡易専用水道の設置者は、1年以内に1回厚生労働大臣の登録する検査機関による検査を受けなけれ
ばなりません。なお、小規模貯水槽水道施設については各自治の供給規定で受検を推奨しております。

※量水器を通過する手前の漏水も官民境界より民地側の場合は、
工事費用は所有者のご負担です。

給水装置は所有者の管理です

海部南部水道企業団給水条例施行規則
（維持管理区分）
第２条　給水装置のうち企業長が管理する区分は、配水管から分岐し官民境界までの間とする。

℡ 0567-32-3111（平日 AM8：30～PM5：15）

ご家庭の水道の仕組みご家庭の水道の仕組み

貯水槽水道の管理をお願いします貯水槽水道の管理をお願いします

お問い合わせ先 工務課

受
水
槽

分水栓
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当企業団では、水道事業のサービス向上と業務効率化のため、水道の検針業務（一部地区）及び開閉栓業務等を、株式
会社ファノバに委託しています。

受託会社の社員が検針業務等で各家庭を訪問する際は、身分証明書を携帯しています。
不審な場合は、身分証明書の提示を求めるか、海部南部水道企業団業務課までお問い合わせください。

家中の全ての蛇口を閉めてから水道メーター器を確認して
ください。パイロット（銀色,赤色の円盤）がゆっくりでも回ってい
ればどこかで漏水の可能性があります。
また、壁や蛇口に耳を当て、シューという音がする、台所や風
呂場などの配管付近の壁やはめ板、地面が水を使っていない
ときでも濡れているなどの異常がみられるときは、漏水してい
る可能性があります。
このような時には、指定給水装置工事事業者にご相談くだ
さい。指定給水装置工事事業者の詳細は企業団ＨＰをご覧く
ださい。
※　修理費用などは、お客様の自己負担となります。

℡ 0567-32-3111（平日 AM8:30～PM5:15） なお、土・日・祝日及び年末年始（12／29～1／3）は閉庁日です。
お問い合わせ先 業務課

【受託会社】
名　称　　　株式会社ファノバ
場　所　　　愛知県愛西市西條町大池180番地（海部南部水道企業団庁舎1階）

【委託期間】
令和7年7月1日から令和10年6月30日まで

【委託業務の内容】
・水道メーターの検針業務（名港地区を含む一部地区）
・水道の開閉栓業務

水道業務の一部民間委託について

漏水の見つけ方

海部南部水道企業団には、立田・佐屋・弥富の3つの配水場
があります。各配水場には水の安定供給のための様々な施設が
あり、今回は弥富配水場の設備をご紹介します。

配水施設の操作、監視のできる部屋です。状況
に合わせて、塩素の濃度調整、流入量の操作など
を行っています。現在は佐屋配水場で遠方監視し
ています。

愛知県尾張西部浄水場から送られて来る水を溜めて
おく池です。弥富配水場は3つの配水池があり、合計で
23,170㎥の水を貯めることができます。

水を送るポンプがある部屋です。可変速ポンプ3
台と定速ポンプ2台の計5台のポンプで運用していま
す。配水量が一番多い施設なので常にポンプが稼働
しています。

施設紹介　弥富配水場

パイロット

所　在　地　弥富市駒野町2
施設能力　30,000㎡/日
配水場用地　37,501㎡

令和6年度総配水量

立田配水場 佐屋配水場 弥富配水場

年間総配水量　10,282,950㎥

2Ｆ中央管理室2Ｆ中央管理室
配水池配水池

1Fポンプ室1Fポンプ室

(万㎥)

1,698,610

2,925,170

5,659,170
年間配水量


